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概要と目的

17-18世紀のフランス語手紙コーパスから収
集した単純過去形の頻度データに基づく、
単純過去形の使用状況に関する量的記述
単純過去使用に関与する複数の要因を同時
に考慮する手法の紹介
理想的ではないデータへの対処
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1. はじめに：
手紙の単純過去形を検討する意義
現代フランス語
単純過去(PS)：書き言葉ですら有標 (Touratier 1996, 151)

話し言葉では複合過去(PC)をよく用いる(Gadet 1997, 54)

～14世紀ごろ PCは「過去の事態から生じた現在の状態」
16-17世紀ごろ～ PCはPSの機能を継承、prétéritの一般的形式へ

頻度もPC は上昇
PSはフォーマルなレジスターへ

(GGHF 2022; Harris, 1982:49-50, Labeau 2022, 66-75; Martin, 1971:349; cf. Yvon 1960) 
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16～18世紀 PSからPCへのシフト
PCへのシフトをけん引した変種
「パリの日常的courant言語」(Dauzat, 1946:68)
「平俗なfamilierな言語」(Foulet, 1920:306-7)
「自然な話し言葉」(Fournier, 1998:399)
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1. はじめに：
手紙の単純過去形を検討する意義

私的な手紙文はインフォーマルな話し言葉に近い
(Larthomas 1980, 387)

手紙文ではPS(とPC)がどの程度使われていたか？



2. 用例の収集
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②Caillouel家コーパス (一部)
(発表者による転写)

①Corpus Lettres Macintosh (一部)
(Bergeron-Maguire, 2024- ). 

コーパス

手紙82通＝およそ23,800語110通＝47,852語(2025年2月6日時点)規模

13組14人 家族・親類・知人等98組104人、家族・親類・知人等書き手
1686–17191670–1756 時期
17世紀末
イングランドへ亡命した新教徒
商人の書簡(Nakagawa, 2023)

17世紀–19世紀初頭
私掠船が押収した手紙類の一部
(Bergeron-Maguire, 2021:5-6)。

内容

手作業で収集手作業で収集データ

表使用したコーパス
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2. 用例の収集

既存研究（Galet, 1977; Caron & Liu, 1999, Jacobs, 2010)
ごく少数の貴族・作家等の手紙の分析
コンテクストの限定（疑問文・感嘆文のみ、時の副詞と共起す
る場合のみ、など）

本研究
貴族・作家ではない話者を多数考慮
コンテクストも限定しない
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2. 用例の収集

1人1通に限定、PS＋PC併せて少なくとも10例以上ある話者
⇒全部で32人、10～40例／人 (median = 12.5, IQR = 4.25)、N =500

形態・意味的にあいまいな例は除外
汚損などにより判読できない例も除外

PS/PCの選択と関連を持つ可能性のある要因ごとに集計
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3.分析方法

フランス語の既存研究では要因を個別に
集計、比較

英語の過去形 vs.現在完了形の研究では、
多変量解析が行われてきた

(Roy 2014 ; Tagliamonte 2000 ; Van Herk 
2008, 2010 ; Yao 2014, 2024)
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3.分析方法：Yao (2024), Ch. 6

ARCHER (Yáñez-Bouza 2011) における past (PT) とpresent perfect (PP)
言語内的要因：
①レジスター、②時の限定の有無、③有界性(telicity)、
④他動性(transitivity)、⑤否定の有無、⑥主語のタイプ
⑦節のタイプ(主／従)、⑧先行する動詞の時制、
⑨交互作用(①×③)、⑩交互作用(①×④)、⑪交互作用(①×⑦)

「個人差」
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I) 二値的な目的変数
→ロジスティック分布

II) 「個人差」
→書き手と用例の2レベルを想定
（マルチレベル）



𝛽଴௝ = 𝜸𝟎𝟎 + 𝑢଴௝

3.分析方法：一般化線形混合モデル(GLMM)
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log
௣೔ೕ

ଵି௣೔ೕ
= 𝜷𝟎𝒋 + 𝜷𝟏𝑥ଵ, ௜௝ + 𝜷𝟐𝑥ଶ, ௜௝ +

⋯ + 𝜷𝐧𝑥୬, ௜௝ + 𝑒௜௝

話者jの切片

切片β0jの話者間変動

eij ~  N (0, σ2eij)
u0j  ~  N (0, σ2u0j)
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3.分析方法：Yao (2024), Ch. 6

1750-1799のイギリス英語(p. 120)

過去形PTが出やすくなる要因

e.g. 「1・2人称代名詞主語」と比べて「3人称代名詞・その他の主語」

現在完了形PPが出やすくなる要因

e.g. 「非有界動詞」と比べて「有界動詞」
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3. 分析方法：データの分類
フランス語PS/PCに応用
要因は極力、客観的に分類できるもの

1)明確に過去時である限定の有無(hier, 日付,など)
2)否定の有無
3)他動性（Transitifかそうではないか）
4)主語の人称（1・2人称代名詞 vs. それ以外）
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少ない方の目的変数が、説明変数の数x10程度ほしい
PSは頻度少のため、説明変数を増やしすぎるのは控えたい



48

452

絶対頻度

Simple
Composé

3. 分析方法：2つの目的変数の頻度差
N = 500
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※10例未満の話者を含め、かつ
同一話者について複数の手紙
からのデータ収集を許すとN = 
1271。分布の傾向はあまり変
わらない。

図1 PS（濃い青）とPC（薄い青）の頻度
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エクセルで集計 csv化 統計環境R
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3.分析方法：「悪いデータ」への対処

16
図2 否定の有無ごとの頻度
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composé 54 398
simple 0 48
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Fréquence par négativitéN = 500
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複合過去：肯定文と否定文
単純過去：肯定文のみ
準完全分離

(Albert & Anderson, 1984)

Clark et al. (2023)
(準)完全分離では該当する変数の
回帰係数βが異様に大きくなる
＜対処法＞
①変数の削除(非推奨)
②blmeを用いて事前分布を設定



3.分析方法：統計環境Rを使用

一般化線形混合モデルによる分析 (R ver. 4.5.1)

tense ~ subject2 + temp_spec_pst + negation + 
transitivity + (1|sender)
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tenseは
PS = 1
PC = 0

右辺が正ならPSが
出ると予測
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目的変数 説明変数



4. 調査結果の分析
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オッズ比VIFPr (>|z|)Z valueStd. ErrorEstimate N (occ.) = 495
N (sender) = 32

1.61×10-8-5.6490.4963-2.8039Intercept

0.52
1.00

0.089496-1.6980.3845-0.6529
主語

1, 2人称代名詞

4.78
1.00

0.0002033.7160.42081.5637
過去時の限定
あり(1)

0.09
1.00

0.025393-2.2351.1021-2.4637
否定
あり(1)

0.62
1.01

0.219053-1.2290.3867-0.4753
他動性
他動詞(1)

決定係数R2(cond.) = 0.524, Adjusted ICC = 0.435

表一般化線形混合モデルによる分析結果

負：説明変数がすべて基準ラインならPCが出やすいと予測
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4. 調査結果の分析：別のモデル①
性別による層別化
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VIFPr (>|z|)EstimateN = 281
Sender = 22

4.66e-10-2.9815Intercept
1.000.11370.8553過去時の限定

あり(1)
1.000.0844-2.0454否定

あり(1)
決定係数R2(cond.) = 0.441, Adjusted ICC = 0.386

VIFPr (>|z|)EstimateN = 202
Sender = 9

7.85e-07-3.2715Intercept
1.000.0003132.2266 過去時の限定

あり(1)
1.000.122503 -1.8837 否定

あり(1)
決定係数R2(cond.) = 0.489, Adjusted ICC = 0.402

女性 男性

※性別(F/M)でのPS/PCの頻度の差の有無
Fisherの正確確率検定(R, ver. 4.5.1) p = 1



4. 調査結果の分析：別のモデル②
性別を説明変数として扱う場合
tense ~ gender + temp_spec_pst + negation + 

gender*negation + 
gender*temp_spec_pst + (1|sender)

genderそれ自体の影響 黒い太字部分
genderが時の限定の有無・否定の有無と同時にかかるときの効果

赤い太字部分（交互作用項）
「個人差」 青い太字（ランダム切片）
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4.調査結果の分析：別のモデル②
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Pr (>|z|)Z valueStd. ErrorEstimate 468例、30人

5.06×10-10-6.2170.5004-3.1112Intercept

0.4869-0.6950.7852-0.5459性別 男性 (1)

0.06641.8350.52850.9699過去時の限定 あり(1)

0.0562-1.9101.1857-2.2644否定 あり(1)

0.6795-0.4131.6273-0.6724交互作用：男性*否定(1)

0.06501.8460.79311.4637交互作用：男性*過去時の
限定(1)

表GLMMの結果 性別の交互作用を考慮
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Intercept以外のすべての項目についてPr > 0.05



4. 調査結果の分析：別のモデル③
時期(17c/18c)を要因に加える
temp_spec_pst(過去時の限定)のみ、Pr < 0.05
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5. むすびにかえて
一般化線形混合モデルを用いたPS/PCの分析：「個人差」を加
味しつつ、複数の要因の効果の大きさを推定可能
新たな仮説の構築：なぜ否定だとPSが出にくいか？男性は過去
時の限定の影響を受けやすかったのか？ 質的分析へ
要因の選定が課題。書き手の属性データを入れた場合は、言語
内的要因のみ考える場合と、モデルが違ってくる
異なるデータセットから作ったモデルの直接比較は不可
(準)完全分離にはblmeパッケージが使える
今後検討するべきこと：準完全分離が生じるデータ、回帰係数
の評価にはブートストラップ法が有効(cf. 大倉・鎌倉 2011)
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